
別紙４－１ 

平成２９年度第２回さぬき市少年育成センター運営委員会 会議要旨（要約） 

 

１ 日 時 平成３０年２月２３日（金）  １３：３０～１５：１０ 

２ 場 所 さぬき市津田支所２階 第５・６会議室 

３ 出席者［委 員］土佐清二 竹内久司 多田 俊 橋本征治 松木聡司  

大森一憲 大森郁代 濵崎典子 頼富  勉  谷  幸夫 

國方三千代  白井邦佳 

［事務局］安藤教育長 間島部長 間嶋生涯学習課長 夏田所長 

藤本専門相談員 那須専門相談員 藤井相談補助員 長尾専門補導員 

［傍 聴］ ０名 

４ 議 題  １ 平成２９年度事業報告について 

２ その他 

５ 会議の内容は、次のとおりである。 

発言者 意見概要 

（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

 

（委員長） 

（事務局） 

（教育長） 

（事務局） 

 

(さぬき署） 

（委 員） 

(さぬき署） 

 

 

（事務局） 

ただ今から平成２９年度第２回さぬき市少年育成センター運営委員会を

開会します。開会に当たり、本日の会議の出席状況を報告します。本日の

会議の出席者は１２名、欠席者は３名です。欠席者２名から委任状の提出

があります。さぬき市少年育成センター条例施行規則第６条第２項に基づ

き、過半数の委員の出席があり、会議が成立することを報告します。併せ

まして、附属機関等の委員の構成及び会議の公開に関する指針に基づき、

会議の公開・傍聴の受付を行いましたが、本日の会議の傍聴者はいないこ

とを御報告いたします。 

それでは、本日の会の招集者であります運営委員長より御挨拶を申し上

げます。 

（挨拶） 

さぬき市教育委員会、安藤教育長より御挨拶を申し上げます。 

（挨拶） 

 先ずは、さぬき警察署生活安全課課長大森様より「市内児童・生徒の現

状について」の講話をお願いします。 

（講話） 

非行の再犯率について 

 単なる少年非行の場合は低いが、薬物は高く同じ者が何度も補導される。

家庭に働きかけて、再犯をさせないことが大切であり、個別指導もしてい

る。 

 では、以降の進行は、議長にお願いします。 

 



 

（議 長） 

（事務局） 

 

 

 

（議 長） 

 

（委 員） 

（教育長） 

（委 員） 

 

（教育長） 

 

 

（委 員） 

（教育長） 

（委 員） 

 

 

（委 員） 

 

 

（教育長） 

 

（議 長） 

（事務局） 

（議 長） 

（委 員） 

（議 長） 

（事務局） 

（課 長） 

（事務局） 

 

 

議題に移ります。議題（１）について、事務局より説明をお願いします。 

 議題（１）平成２９年度事業報告 

 （議題（１）平成２９年度事業報告について説明した。） 

 活動の概要と実施状況…少年補導、適応指導、地域連携、環境浄化 

広報啓発、研究・研修、運営に関する審議会） 

ただいま事務局から項目ごとに説明がありましたが、このことについて

質問等ありましたらお願いします。 

育成センターの年間予算と職員増について 

人員増加については現状維持 

育成センター職員の資格に関することと、事業報告については数字のみ

の報告ではなく事例等を詳細に聞きたい。 

職員の資格について、補導関係については特にないが、適応指導は経験

を考慮して採用している。事業報告は、事例により委員さんにお伝えする

ことがあるかも分かりません。 

津田町にある「クリエイト」について 

「クリエイト」から不登校に関する報告等はありません。 

育成センターとはいろいろと相談をしている。保護者との連携・状況に

応じた対応をしてくれた事により助かった。これからも連携をきちんとし

ていくことが大切であると感じた。 

幼少時に死という現実を直面させることなく成長している子供達が多い

のではないかと思う。現実を回避させるのではなく、命の大切さを身を以

て知らせるということが人としての教育になるのでは。 

人が亡くなればどれだけの人が悲しむかという見せることも大事だと思

う。 

議題（２）その他について、事務局から説明をお願いします。 

議題（２）その他として補導員アンケート調査結果について報告した。 

ただ今の報告に対し、質問等はありませんか。 

質問なし。 

意見や質問が無いようなので、以上で審議を終わります。 

（事務連絡：委員の報酬等について） 

（生涯学習課間嶋課長閉会の挨拶） 

以上をもちまして、平成２９年度第２回さぬき市少年育成センター運営

委員会を終わります。本日は御苦労さまでした。 


